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そこで、自験例 44 例（男 28 例、女 16 例）の手術時年齢、裂型、瘻孔
発生率について調査、検討を行った。手術時年齢は 0 歳 11 ケ月〜29 歳 2
ヶ月（平均 7 歳 8ケ月）、裂型は Veau 分類(I型 0 例、II型 14例、III型
18 例、IV 型 12 例)であった。本活動における口蓋形成術の基本術式とし















は、口蓋粘膜に raw surface を残さず、皮弁血流が安定的で、皮弁への緊
張が軽減できる方法である。また、生理的位置に口蓋の筋形成が行え、硬
口蓋・軟口蓋ともに多層構造を築くことができる術式である。本術式は、
発展途上国において、創傷治癒的な悪条件だけでなく、術後に十分な医療
の提供が困難な状況下であっても、口蓋裂治療の目的を最大限達成するう
えで優れた方法であるといえる。 
本活動開始前から実施してきたネパールでの医療支援の経験も活かし、
マダガスカルにおいても口蓋瘻孔発生要因を回避しながら手術を行うこ
とで、口蓋瘻孔発生率 0％を実現出来たと考えている。 
